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大竹市水道事業経営戦略（概要版） 

  経営戦略改定趣旨と位置付け 

公営企業経営戦略は、将来にわたり安定的に事業を継続するための中長期的な経営の基本計画と位置付けられてい

ます。大竹市（以下「本市」という。）の水道事業においては、令和３年２月に大竹市水道事業経営戦略（以下「経営

戦略」という。）を策定しました。そして、水道事業の経営環境が厳しさを増す中で、引き続き安全で良質な水を安定

して供給していくために、このたび経営戦略を改定しました。 

 

1. 経営戦略の位置付け 

本経営戦略は、「大竹市まちづくり基本構想・基本計画」で示す【笑顔・元気♡かがやく大竹】の基本理念を基盤と

しており、本市水道事業の経営の指針となるものです。水道事業の経営の方向性を定め、具体的な施策を実施してい

くとともに、事業を取り巻く環境の変化により発生する課題や事業内容を経営戦略に反映し、柔軟かつ効果的な事業

運営を目指します。 

 

図 1.1 経営戦略の位置付けイメージ図 

 

2. 経営戦略の策定ステップ 

 経営戦略では、「投資計画」と「財政計画」を策定し、中・長期的な施設の更新計画を基に収支が均衡する財政計画

を目指して策定します。 

 

 

3. 計画期間 

本経営戦略の計画期間は、令和 8年度から令和 17年度までの 10年間とします。 

 

  水道事業の現状と課題 

1. 水道事業の概要 

本市の水道事業は、広島県と山口県の県境を流れる小瀬川を水源とし、旧海軍省が大竹海兵団上水道として昭和 15

年 2月に起工し、昭和 16年 9月に竣工した施設を、旧大竹町が終戦後の昭和 22年 2月に国から一時使用の許可を受

けて経営を引き継ぎ、昭和 25年 9月に建設、厚生大臣より初めて水道事業の認可を受けました。 

その後、市勢の発展に伴い拡張事業を実施するとともに、水道未普及地区を解消しながら、現在は第 5次拡張事業

を実施中で、計画給水人口 32,140人、計画 1日最大給水量 20,000m3/日の規模で経営しています。 

 

2. 水道事業の現状と課題 

◆ 料金回収率の低下傾向  

料金回収率は、給水に係る費用が、どの程度給水収益で賄えているかを

示す指標です。本市の水道事業は令和 5 年度に料金を改定したものの、

料金回収率は改善されず、令和 2 年度以降、年々低下傾向にあります。

有収水量の減少及び物価上昇に伴う給水原価の増加がその原因と考えら

れます。 

また、料金回収率は今後も低下傾向が続くことが見込まれ、料金の見直

しが必要になることが想定されます。料金の見直しにあたっては、官民連

携手法を導入するなど、業務の効率化を進めたうえで、適正な水道料金の

検討が必要となります。 

 

◆ 施設の老朽化  

有形固定資産減価償却率は、資産の老朽度を示す指標です。過去 5か

年では、60%程度で推移しているものの、同規模団体平均と比較して高

い水準にあり、老朽資産を多く保有していることを示しています。 

今後も更新時期を迎える施設が増加するため、管路施設最適化更新計

画に基づき確実に改築更新事業を進めるとともに、適切に施設を維持管

理することが必要となります。 

さらに、近年の地震、大雨、浸水被害の甚大化に対応するため、施設の

更新にあたっては、強靭化を推進する必要があります。 

 

◆ 企業債残高の抑制  

 企業債残高対給水収益比率は、企業債残高が何年分の料金収入に相当

するかを示す指標です。同規模団体平均と比較して低い水準ですが、過

去５か年の推移では上昇傾向にあります。 

今後、改築更新事業を進めていくため、さらに企業債残高が増加する

見込みです。 

企業債残高が過度に増加しないよう企業債残高を注視するとともに、

状況によっては事業の進捗状況等を調整する必要があります。 

 

 

 

 

・中長期的な更新 ・水道料金収入の確保

・需要予測 ・資金計画の適正化

・投資の最適化 ・官民連携手法の活用

・維持管理費の低減 ・資産管理のレベルアップ

需要予測

アセットマネジメント

投資計画

財源確保

財政健全化

財政計画

経営戦略の策定

収支の均衡

R02 R03 R04 R05 R06

大竹市 149.15 187.04 218.49 233.24 236.89

平均値 418.68 395.68 403.72 400.21 391.13
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グラフ凡例 

     本市の数値（大竹市） 

     同規模団体平均値（平均値） 

※「平均値」は同規模団体（給水人口 1.5万人

以上 3万人未満）の平均値 

R02 R03 R04 R05 R06

大竹市 60.05 58.80 58.43 60.82 58.90

平均値 50.63 51.29 52.20 52.70 53.48
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R02 R03 R04 R05 R06

大竹市 95.02 95.17 90.28 89.73 86.80

平均値 94.78 97.59 92.17 92.83 92.16
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  基本方針と基本目標 

本経営戦略では、本市のまちづくりにおける基本理念及び水道事業が抱える課題を踏まえ、3 つの基本方針に沿っ

て事業を運営し、目指すべき姿（安全で災害に強い持続可能な水道経営）の実現を目指します。 

 

 

  投資・財政計画 

1. 投資計画の策定方針 

投資計画では、3つの基本方針を踏まえて中・長期的な視点で具体的な投資を反映します。 

◆ 持続可能な運営と財務の健全化  

・水道料金の適正化 ：現状の水利用状況を踏まえた水道料金体系の見直し 

・技術継承     ：定期的な訓練、研修の実施 

・官民連携手法の導入：委託範囲の見直し、委託の包括化 

 

◆ 適正・強靭な施設更新  

・適正な施設更新 ：アセットマネジメント計画に基づいた施設更新計画の策定 

・施設規模の適正化：水需要を把握した施設規模及び配置の適正化検討 

・施設の災害対策 ：災害への対応が可能な施設の強靭化 

 

◆ 適正な資金計画の策定  

・資金計画の適正化 ：計画的な更新計画が実施可能な資金計画の検討 

・投資財源のバランス：水道料金と企業債のバランスを考慮した投資財源の検討 

・使用者の負担平準化：現在と将来の使用者の負担平準化 

 

2. 財政計画の策定方針 

中・長期的な投資計画を基に、収支均衡の財政計画を見据えて、財源試算を行います。 

◆ 純利益・資金の確保  

・水道料金の改定により、純利益を確保します。 

・将来の更新需要や資本的収支の不足に対応できるよう、資金を確保します。 

 

◆ 資金計画の適正化  

・更新需要の増大に伴う企業債残高の増加は将来負担となるため、過度な負担とならないよう計画的に資 

金を確保することにより残高を抑制します。 

  料金回収率向上に関する定量的な業務指標及び目標年限 

 

大竹市水道事業経営戦略基本方針

・水道料金の適正化 ・適正な施設更新 ・資金計画の適正化

・技術継承 ・施設規模の適正化 ・投資財源のバランス

・官民連携手法の導入 ・施設の災害対策 ・使用者の負担平準化

～安全で災害に強い持続可能な水道経営～

持続可能な運営と財務の健全化 適正・強靭な施設更新 適正な資金計画の策定

現状

（R6）

目標

（R17）

96.1% 100%以上

86.8% 100%以上

取組項目

・管路調査・漏水対策の強化

・電力使用量・単価の分析

・中長期財政見通しの作成

経常収支比率 安定的な黒字経営の確立（経常利益の確保）

・委託範囲の拡充検討

・5年に1回の頻度で料金改定の必要性検証

料金回収率 料金収入で維持管理費及び資産維持費を賄う

短期（R7～R8） 中期（R9～R13） 長期（R14～R17）

・持続的経営に資する料金

　体系の確立

・持続的経営に資する料金

　体系の確立

有収率の

向上

・管路施設の合理的な更新 ・管路施設の合理的な更新

・配水施設整備計画との連携

料金の

適正化

料金回収率向上に向けたロードマップ（R8～R17）

●施設の老朽化に伴う更新需要の増大や人口減少による収入減少を踏まえ、

　中長期的な経営の安定化と持続可能な運営体制の確立を目指します。

●財務指標を改善するとともに、収入増加及び支出縮減の両面から戦略的な経営

　改善を推進します。

指標 概要

・現行料金体系の精査 ・改定要否判断・見直し検討 ・改定要否の判断・見直し検討

・改定要否判断・見直し検討

維持管理

の効率化

・第三者委託の継続的評価 ・管路施設を含む委託検討

・委託範囲の最適化

・委託化効果の検証と再構築

・人員・経費の最適配分体制

　確立・官民連携手法の導入検討 ・官民連携手法の導入検討

ｴﾈﾙｷﾞ-ｺｽ

ﾄの削減

・施設・設備の更新 ・施設・設備の更新

資本費の

平準化

・施設更新需要の把握 ・アセットマネジメント

　手法のレベルアップ

・投資・資金計画の安定化

・将来世代への負担軽減の

　実現

・アセットマネジメント手法の継続的レベルアップ

・更新費用の平準化による資金計画の策定

・経常収支比率100%以上を安定的に維持

・料金回収率100%以上を安定的に維持

・有収率88%以上達成

・毎年度、「経常収支比率」「料金回収率」「投資

　財政計画」をモニタリングし、経営戦略の進捗を

　評価。

・アセットマネジメント実践による効率的な

　維持管理体制

基本方針

経営健全化に関する定量的業務指標

モニタリングと評価・検証 R17年度目標


